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各
地
で
豪
雨
禍
に
み
ま
わ

れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

核
兵
器
拡
散
の 

　
危
機
に
あ
っ
て

　
北
朝
鮮
・
金
正
恩
委
員
長

が
十
番
目
の
「
核
ク
ラ
ブ
」

入
り
を
め
ざ
す
画
策
に
対
し

て
、
国
連
に
は
二
つ
の
動
き

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
核

保
有
国
が
主
導
す
る
「
制

裁
」
強
化
策
で
す
。
も
う
一

つ
は
、
核
兵
器
非
保
有
百
二

十
二
カ
国
が
採
択
し
た
「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
で
す
。
核

被
爆
国
日
本
の
国
民
と
し

て
、
核
兵
器
拡
散
防
止
を
念

願
し
ま
す
。

百
寿
者
七
万
人
時
代

が
間
近
に

　
厚
労
省
に
よ
れ
ば
、
百
歳

以
上
の
高
齢
者
が
六
・
七
万

人
を
超
え
ま
し
た
。
調
査
の

始
ま
っ
た
一
九
六
三
年
に
は

一
五
〇
人
余
り
で
し
た
。
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
推
計
で
は
、
二
〇
五

〇
年
に
は
五
三
万
人
に
達
す

る
見
込
み
で
す
。
政
府
が

「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
構
想

会
議
」
を
設
置
し
た
の
も
合

点
が
ゆ
き
ま
す
。

健
康
長
寿
で
あ
る
た
め
に

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
八

十
四
歳
を
超
え
ま
す
が
、
十

年
ほ
ど
自
立
が
困
難
な
晩
年

が
あ
り
ま
す
。
老
い
て
も
、

社
会（
労
働
）参
加
す
る
こ
と

が
、
生
き
る
意
欲
を
高
め
、

健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
の

目
の
健
康
を
守
る
こ
と
を
通

じ
て
、
世
界
に
誇
れ
る
「
健

康
長
寿
・
日
本
」
の
建
設
に

参
加
す
べ
く
努
め
ま
す
。

京
都
医
療
生
協
へ
の

加
入
を

　
中
野
眼
科
は
、
白
内
障
手

　
医
療
生
協
・
中
野
眼
科
で

は
、
患
者
さ
ん
や
市
民
の
皆

さ
ん
が
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
る
「
健
康
ヨ
ガ
教

室
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
中
京
区
地
域
介
護
予

防
推
進
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力

を
得
て
、
初
め
て
の
方
で

も
、
お
気
軽
に
体
験
い
た
だ

け
る
や
さ
し
い
内
容
で
行
な

い
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
の

お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て

「
健
康
ヨ
ガ
教
室
」
に
ご
参
加
下
さ
い

　
中
野
眼
科
を
開
設
し
て
い
る
京
都
医
療
生
活
協
同
組
合
で
は
、
十
月

～
十
一
月
を
中
心
に
組
織
強
化
月
間
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
は
わ
が

国
で
「
生
協
法
」
が
施
行
さ
れ
た
一
九
四
八
年
（
昭
和
二
十
三
年
）
十

月
一
日
を
記
念
し
た
全
国
的
運
動
の
一
環
で
す
。
強
化
月
間
で
は
、
組

合
員
向
け
の
事
業
や
患
者
さ
ん
・
市
民
の
皆
さ
ん
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
を
通
し
て
、
医
療
生
協
の
活
動
趣
旨
を
見
つ
め
直
し
、
さ
ら
に
新

規
加
入
を
促
進
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
京
都
医
療
生
協
へ
の
加
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
建
築
物
は
病
気
に
な
る
。

怪
我
も
す
る
▼
建
具
の
建
て

つ
け
が
悪
く
な
り
、
蛇
口
が

き
ち
ん
と
閉
ま
ら
な
く
な

る
。
壁
の
ク
ロ
ス
も
破
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
こ

と
だ
け
で
な
く
、
雨
漏
り
や

外
壁
の
割
れ
、
柱
の
腐
朽
な

ど
深
刻
な
こ
と
が
起
こ
る
。

だ
か
ら
ふ
だ
ん
か
ら
よ
く
観

察
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
▼

木
造
住
宅
を
例
に
い
え
ば
、

日
常
だ
け
で
な
く
一
年
に
一

度
は
じ
っ
く
り
点
検
も
す
べ

き
だ
。
日
ご
ろ
気
付
か
な
い

こ
と
が
発
見
で
き
る
。
す
る

と
す
ぐ
直
せ
る
。
大
事
に
至

ら
な
い
で
す
む
。
し
か
し
、

そ
ん
な
意
識
を
ず
っ
と
持
ち

つ
づ
け
る
の
は
大
変
▼
少
し

習
慣
化
す
る
と
ど
う
だ
ろ
う

か
。
物
は
出
し
っ
ぱ
な
し
に

し
な
い
で
整
理
整
頓
を
す

る
。
片
付
け
る
。
要
ら
な
い

物
は
そ
の
つ
ど
処
分
す
る
。

残
さ
な
い
。
一
週
間
に
一
度

は
掃
除
を
す
る
。
掃
き
掃
除

と
拭
き
掃
除
。
年
の
瀬
に
大

掃
除
を
す
る
。
き
れ
い
に
す

る
こ
う
い
う
習
慣
が
家
へ
の

愛
着
を
高
め
る
▼
そ
の
愛
着

が
、
日
常
的
に
観
察
す
る
、

定
期
的
に
診
る
、
と
い
う
高

い
意
識
を
育
む
の
で
あ
る
。

基
本
は
片
付
け
と
掃
除
。
人

間
で
い
う
良
い
生
活
習
慣
で

あ
る
。�

（
川
久
保 

雄
二
郎
）

京
都
医
療
生
協
・
中
野
眼
科

い
ま
す
（
参
加
費
は
無
料
）。

■�

日
時
：
十
月
二
十
六
日

（
木
）
午
後
二
時
～
三
時

三
十
分

■�
会
場
：
京
都
ア
ス
ニ
ー
／

二
Ｆ
・
第
一
研
修
室
（
丸

太
町
通
七
本
松
☎
八
〇

二
・
三
一
四
一
）

■�

指
導
：
小
林
あ
け
み
先
生

■�

各
自
ご
用
意
い
た
だ
く
も

の
：

　
①
水
分
補
給
の
た
め
の
飲

み
物

　
② 

バ
ス
タ
オ
ル
一
枚
、

汗
ふ
き
タ
オ
ル
一
枚

■�

定
員
：
四
十
名
（
先
着
順

で
受
付
け
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
）

■�

申
込
：
中
野
眼
科
受
付
ま

た
は
京
都
医
療
生
協
事
務

局
ま
で
お
早
め
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

　
医
療
生
協
・
中
野
眼
科
で

は
、
組
織
強
化
月
間
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
交
流

す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
例

年
企
画
し
て
好
評
を
得
て
い

ま
す
。
今
年
は
「
大
陸
か
ら

の
贈
り
も
の
」
と
題
し
て
、

楊
雪
元
さ
ん
の
中
国
笛
と
テ

ノ
ー
ル
を
聴
か
せ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

楊
さ
ん
は
全
盲
と
い
う
ハ
ン

デ
ィ
を
乗
り
越
え
、
京
都
市

立
芸
術
大
学
大
学
院
修
了

後
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手
・
笛
演

奏
者
と
し
て
日
本
各
地
で
聴

く
人
々
を
魅
了
し
続
け
て
お

ら
れ
ま
す
。
今
回
は
皆
さ
ま

ご
存
知
の
オ
ー
ソ
レ
ミ
オ
、

夜イ
エ
ラ
イ
シ
ャ
ン

来
香
、北
国
の
春
、ト
ル
コ

行
進
曲
な
ど
の
名
曲
を
演
奏

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
是
非

と
も
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

■�

日
時
：
十
一
月
七
日（
火
）

午
前
十
一
時
～
午
後
一
時

三
十
分
（
十
二
時
三
十
分

か
ら
ご
昼
食
）

■�

会
場
：
聖
護
院
御
殿
荘

■�

会
費
：
二
、一
〇
〇
円

　
（
昼
食
代
含
む
・
税
込
）

■�

申
込
：
中
野
眼
科
受
付
ま

た
は
京
都
医
療
生
協
事
務

局
ま
で

【
組
合
員
交
流
集
会
ご
案
内
】

超
絶
技
巧
の
中
国
笛
演
奏
と

　
　
情
熱
的
テ
ノ
ー
ル
の
歌
声

　
最
近
で
は
、
自
覚
症
状
の
な
い
う
ち
に
病
気

が
進
行
し
、
視
野
が
狭
く
な
る
緑
内
障
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
四
十
歳
以
上
で
眼
科

を
受
診
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
に
お
す
す
め
で

す
。
無
料
眼
科
健
診
で
は
、
視
力
、
眼
圧
、
血

圧
等
を
検
査
し
、
藤
田
裕
美
医
師
が
前
眼
部
や

眼
底
な
ど
を
診
察
し
、
目
の
病
気
の
有
無
を
お

伝
え
し
ま
す
。

■�

日
時
：
十
一
月
十
六
日
（
木
）
午
後
二
時
～

■�

場
所
：
中
野
眼
科
本
院（
千
本
丸
太
町
西
南
角
）

■�

申
込
：
中
野
眼
科
受
付
ま
た
は
京
都
医
療
生

協
事
務
局
ま
で

無 料 眼 科 健 診

術
・
緑
内
障
診
療
・
硝
子
体

内
注
射
に
よ
る
網
膜
疾
患
治

療
・
神
経
眼
科
・
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
診
療
を
中
心
に
、

五
診
療
所
の
協
力
で
、「
患

者
さ
ん
第
一
」
の
立
場
で
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
応
え
て

い
ま
す
。
多
く
の
患
者
さ
ん

に
組
合
に
参
加
い
た
だ
き
、

豊
か
な
長
寿
社
会
へ
向
け

て
、
共
に
歩
む
こ
と
を
念
願

し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
目
の
健
康
の
た
め
に

信
頼
さ
れ
る
中
野
眼
科
を
め
ざ
し
て

組
織
強
化
月
間
に
あ
た
っ
て

京都医療生協理事長

山田　亮三

　中野眼科京都駅前診療所から北へ向かうと東本願寺に出会いま
す。ただ北側からのスケッチでは、御影堂門の横にどうしても京
都タワーが入ってしまいます。どうも現代建築は苦手なので、関
係各位の了解もなく撤去させてもらいました。（大森俊次）

　コンタクトレンズ（カラー
レンズを含む）は、医師の処
方でつくり、正しく使用し、
定期診断を受けましょう！

あなたの目を
守るために

ⓒJPN-TENPOZANGALLERY-OMORISYUNJI

【 東本願寺 】

診
療
所
の
あ
る
街
角
で
④
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秋
田
県
は
長
い
間
、
自

殺
率
（
人
口
十
万
人
当
た

り
自
殺
者
数
）
が
都
道
府

そ
う
し
て
相

手
と
つ
な
が

り
下
か
ら
ふ

わ
り
と
支
え

て
自
殺
に
向
き
合
っ
た

人
々
の
記
録
で
す
。「
日

本
人
の
四
人
に
一
人
は
自

殺
を
考
え
た
こ
と
が
あ

る
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
自
殺
を
考
え
る

中
、
人
は
生
き
る
道
を
求

産
や
病
気
か
ら
自
殺
へ
の

思
い
に
駆
ら
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
体
験
か

ら
、
自
死
を
防
ぐ
相
談
に

の
る
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
そ
の
ス
タ
イ
ル
は

ゆ
っ
く
り
、
話
を
聞
く
︱

性
の
長
年
の
自
殺
防
止
の

実
践
な
ど
を
通
し
て
、
自

殺
者
数
は
ピ
ー
ク
時
の
半

数
近
く
に
減
り
ま
し
た
。

　
佐
藤
久
男
さ
ん
。
七
三

歳
。
同
書
は
佐
藤
さ
ん
自

身
の
体
験
や
実
践
、
そ
し

め
て
苦
悩
し
て
い
ま
す
。

そ
の
時
、
ち
ょ
っ
と
し
た

「
支
え
」
が
生
き
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
く
る
。
こ

の
こ
と
を
同
書
は
教
え
て

く
れ
ま
す
。

　
佐
藤
さ
ん
も
会
社
の
倒

る
。「
食
い
止
め
ら
れ
る

死
、
避
け
ら
れ
る
死
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
」
と
。
著

者
は
元
新
聞
記
者
の
中
村

智
志
さ
ん
。
新
潮
文
庫
六

百
七
十
円
と
税
。

�

（
松
本　
忠
之
）

県
で
ワ
ー
ス

ト
一
位
で
し

た
。
し
か

し
、
あ
る
男

『
命
の
ま
も
り
び
と

  

―
秋
田
の
自
殺
を
半
減
さ
せ
た
男
』

二
〇
一
八
年
度
の
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
で
は
、
二
〇
二
五
年
に
向
け
た
医
療
・
介

護
保
険
計
画
が
い
よ
い
よ
始
動
。
受
診
抑
制
を
緩
和
す
る
た
め
の
予
算
の
充
当
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

保
険
で
良
い
医
療
を

　
近
年
、
若
い
人
た
ち
の
間

で
「
ス
マ
ホ
老
眼
」
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ス
マ

ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
長
時
間
見

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ

る
ピ
ン
ト
調
節
機
能
障
害
の

こ
と
で
す
。

　
ま
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
①
ス
マ
ホ
を
一
日

三
時
間
以
上
使
っ
て
い
る
、

②
ス
マ
ホ
で
よ
く
ゲ
ー
ム
を

す
る
、
③
寝
る
前
に
よ
く
ス

マ
ホ
を
操
作
す
る
、
④
ス
マ

ホ
画
面
が
夕
方
に
な
る
と
見

え
に
く
い
、
⑤
最
近
、
肩
こ

り
や
頭
痛
が
ひ
ど
い
。
こ
れ

ら
の
五
項
目
の
う
ち
に
三
つ

以
上
該
当
す
る
項
目
が
あ
る

場
合
は
「
ス
マ
ホ
老
眼
」
の

心
配
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
老
眼
（
正
式
に

は
老
視
と
い
う
）
と
は
、
遠

く
を
見
た
り
近
く
を
見
た
り

自
由
に
ピ
ン
ト
を
変
え
る
力

が
衰
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
る
も
の
で
、
と
く
に
近
く

の
も
の
を
見
る
際
に
困
難
を

　
「
ス
マ
ホ
老
眼
」
に
つ
い

て
は
、
絶
対
に
ダ
メ
と
い
う

生
活
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
①
電
車
ス
マ
ホ
、
②

歩
き
ス
マ
ホ
、
③
寝
転
が
っ

て
ス
マ
ホ
で
す
。そ
し
て「
ス

マ
ホ
老
眼
」
に
は
ピ
ン
ト
調

節
機
能
障
害
以
外
に
も
、
さ

ら
に
以
下
の
よ
う
な
厄
介
な

問
題
が
発
生
し
ま
す
。
①
目

に
乾
き
を
感
じ
る
（
ド
ラ
イ

ア
イ
）、②
目
の
充
血
、③
目

の
奥
が
痛
い
、
④
今
ま
で
感

じ
な
か
っ
た
程
度
の
明
る
さ

を
眩
し
く
感
じ
る
、⑤
頭
痛・

肩
こ
り
・
首
の
痛
み
・
全
身

の
倦
怠
感
、
⑥
ブ
ル
ー
ラ
イ

ト
障
害
な
ど
、
と
り
わ
け
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
障
害
は
体
内
時

計
を
狂
わ
せ
る
こ
と
で
、
睡

眠
障
害
・
慢
性
疲
労
・
自
律

神
経
失
調
か
ら
う
つ
病
な
ど

の
精
神
疾
患
に
発
展
す
る
危

険
性
す
ら
あ
る
の
で
す
。

　
「
ス
マ
ホ
老
眼
」
の
予
防

法
と
し
て
次
の
三
つ
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
①
距
離
が
大
事

（
画
面
か
ら
三
〇
～
四
〇
㎝
、

目
線
が
斜
め
下
に
な
る
よ
う

に
水
平
よ
り
三
十
度
傾
け

る
）
②
キ
レ
イ
よ
り
や
さ
し

さ
（
画
面
の
明
る
さ
は
六
〇

～
七
〇
％
が
お
す
す
め
）
③

毛
様
体
筋
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
る
（「
チ
ラ
見
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
」
＝
ギ
リ
ギ
リ
見
え
る

遠
く
の
目
標
物
を
一
時
間
に

一
～
二
回
・
三
秒
間
ほ
ど
意

識
し
て
見
る
）、
こ
れ
ら
を

心
が
け
る
こ
と
が
効
果
的
で

す
。

　
去
る
八
月
十
日（
木
）、
山

内
貞
信
さ
ん
が
お
亡
く
な
り

に
な
り
ま
し
た
。
享
年
九
十

十
九
で
し
た
。
山
内
さ
ん

は
、
長
く
京
都
府
医
師
会

事
務
局
長
と
し
て
ご
活
躍

の
後
、一
九
八
一
年（
昭
和

五
十
六
年
）
～
一
九
八
五
年

（
昭
和
六
十
年
）当
医
療
生
協

専
務
理
事
と
し
て
、
一
九
八

　
十
秒
間
、
ま
ば
た
き
を
せ

ず
目
を
開
け
た
状
態
に
し

て
、
開
け
続
け
て
い
ら
れ
な

か
っ
た
ら
「
ド
ラ
イ
ア
イ
」

の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

「
ド
ラ
イ
ア
イ
」
は
、
も
は

や
国
民
病
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
、
日
本
人
の
六
人
に
一
人

が
罹
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。「
ド
ラ
イ
ア
イ
」

は
、
目
を
覆
う
涙
が
乾
燥

し
、
見
づ
ら
さ
や
不
調
が
生

じ
る
病
気
で
す
。

　
長
時
間
、
目
を
開
け
て
い

る
と
涙
が
蒸
発
し
て
黒
目
部

分
が
乾
き
、
外
気
に
ふ
れ
て

し
み
ま
す
。
一
時
的
な
目
の

乾
き
が
原
因
で
目
の
表
面
が

キ
ズ
つ
き
、
こ
れ
が
繰
り
返

さ
れ
て
悪
循
環
と
な
る
の
が

「
ド
ラ
イ
ア
イ
」で
、
重
症
化

す
る
と
本
来
は
透
明
で
あ
る

　
京
都
医
療
生
協
第
七
十
回
通
常
総
代
会
（
六
月
十
日
開
催
）
終
了
後
に
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
宮
本
副
理
事
長
の
講
演
「
最
近
の
眼
科
の
話
題
」
の
要
旨
を
本
号
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

薄
く
し
、
近
く
を
見
る
時
は

緊
張
す
る
こ
と
で
厚
く
す
る

の
で
す
。
若
い
時
は
水
晶
体

が
柔
ら
か
く
ピ
ン
ト
調
節
が

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
の
で
す

が
、
加
齢
と
と
も
に
徐
々
に

硬
く
な
っ
て
調
節
が
難
し
く

な
る
わ
け
で
す
。
近
視
や
遠

視
は
眼
軸
の
長
さ
と
角
膜
や

水
晶
体
の
屈
折
異
常
に
よ

り
、
近
く
や
遠
く
に
ピ
ン
ト

が
合
わ
せ
ら
れ
な
く
な
る
も

の
で
、
老
眼
と
は
ま
っ
た
く

異
な
り
ま
す
。

　
本
来
の
老
眼
が
水
晶
体
が

硬
く
な
る
こ
と
で
起
こ
る
の

に
対
し
て
、「
ス
マ
ホ
老
眼
」

は
水
晶
体
の
厚
み
を
調
節
す

る
毛
様
体
筋
が
緊
張
し
て
動

か
な
く
な
り
、
あ
た
か
も
老

眼
の
よ
う
に
ピ
ン
ト
調
節
が

で
き
な
く
な
る
状
態
な
の
で

す
。

き
た
す
状
態
を
言
い
ま
す
。

一
般
に
四
十
代
半
ば
か
ら
自

覚
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

水
晶
体
の
厚
み
を
変
え
る
調

節
機
能
は
毛
様
体
筋
の
働
き

に
よ
る
も
の
で
、
遠
く
を
見

る
時
は
毛
様
体
筋
が
リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る
こ
と
で
水
晶
体
を

べ
き
黒
目
部
分
に
酸
素
不
足

か
ら
血
管
が
入
り
込
ん
で
き

て
、
目
に
は
た
く
さ
ん
の
傷

が
つ
い
て
き
ま
す
。
こ
う
な

る
と
、
痛
く
て
目
も
開
け
ら

れ
な
い
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　
「
ド
ラ
イ
ア
イ
」の
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
は
①
目
が
乾
い

た
感
じ
が
す
る
、
②
目
が
疲

れ
や
す
い
、
③
何
と
な
く
目

に
不
快
感
が
あ
る
、
④
光
を

眩
し
く
感
じ
る
、
⑤
目
ヤ
ニ

が
出
る
、
⑥
目
が
か
す
ん
で

見
え
る
、
⑦
目
が
か
ゆ
い
、

⑧
目
が
ご
ろ
ご
ろ
す
る
、
⑨

目
が
赤
く
な
り
や
す
い
、
⑩

目
が
痛
い
、
⑪
目
が
重
た
く

感
じ
る
、
⑫
理
由
も
な
く
涙

が
出
る
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　
一
般
的
に
涙
に
は
、
①
目

の
表
面
を
な
め
ら
か
に
す

る
、
②
目
に
つ
い
た
ゴ
ミ
を

洗
い
流
す
、
③
栄
養
や
酸
素

を
運
ぶ
、
④
バ
ク
テ
リ
ア
や

バ
イ
菌
を
殺
す
、
な
ど
の
役

割
が
あ
り
ま
す
。
涙
に
は
目

の
水
分
の
蒸
発
を
防
ぐ
た

め
、
表
面
に
「
脂
層
」、
底

面
に
は
強
い
保
水
力
を
も
つ

「
ム
チ
ン
層
」
が
あ
り
、
こ

の
「
脂
層
」
と
「
ム
チ
ン
層
」

と
に
挟
ま
れ
た
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
構
造
の
中
に
「
水
層
」
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
ぶ
た

の
縁
に
あ
る
マ
イ
ボ
ー
ム
腺

か
ら
脂
分
が
出
て
、「
脂
層
」

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
す
ぐ
に
で
き
る

「
ド
ラ
イ
ア
イ
」
対
策
を
あ

げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
①
ま

ば
た
き
を
意
識
的
に
多
め
に

行
う
、
②
部
屋
の
湿
度
を
調

六
年（
昭
和
六
十
一
年
）～
一

九
八
九
年（
平
成
二
年
）常
務

理
事
と
し
て
生
協
活
動
お
よ

び
中
野
眼
科
発
展
に
大
き
な

功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
近
年
は
故
中
野
信
夫
先
生

ご
提
唱
の
「
百
ま
で
生
き
よ

う
会
」
の
運
営
に
も
力
を
注

が
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

山
内
貞
信
さ
ん 

ご
逝
去

「
ス
マ
ホ
老
眼
」
の
原
因
と
予
防
法

「
ス
マ
ホ
老
眼
」
と
は

「
ド
ラ
イ
ア
イ
」
と
は

涙
の
役
割
と「
ド
ラ
イ
ア
イ
」対
策
に
つ
い
て

整
す
る
（
健
康
湿
度
と
言
わ

れ
る
四
五
～
五
〇
％
を
維

持
）、
③
目
薬
を
上
手
に
使

う
、
④
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
を
行

う
（
四
〇
℃
ぐ
ら
い
に
熱
し

た
蒸
し
タ
オ
ル
を
十
分
程
度

目
に
当
て
る
）、⑤
マ
イ
ボ
ー

ム
腺
が
詰
ま
ら
な
い
よ
う
目

元
を
清
潔
に
保
つ
、
な
ど
を

日
常
的
に
心
が
け
る
こ
と
で

「
ド
ラ
イ
ア
イ
」
を
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
度
の
年
末
年
始
は
、
中
野
眼
科
の
す
べ
て
の
診

療
所
で
、十
二
月
三
十
日
（
土
）
か
ら
一
月
四
日
（
木
）

ま
で
の
六
日
間
が
一
斉
休
診
と
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
野
眼
科

一
斉
休
診
の
お
知
ら
せ

「最近の眼科の話題」
講　演　要　旨

講演する宮本副理事長

京都医療生協副理事長　宮本　和明


